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●乳幼児の手の届く所には置かないでください。
　又、いたずらには十分注意してください。
ヤケドやケガの原因になります。

●飲料物を入れた状態で長く
放置しないでください。
腐敗や変質の原因になり
ます。又、腐敗等により
飲料物からガスが発生し
内圧が上がり、中栓・キ
ャップユニットが開かな
くなる、飲料物が吹き出
す、破損し飛び散る原因
になります。

●中栓・キャップユニットは、
パッキンが正しく取り付け
られている事を確認し確実
に閉めてください。
漏れの原因になります。本体を逆さにし
て漏れない事を確認してください。

●コンロやストーブ等、火気
のそばには近
付けないでく
ださい。
ヤケドや変形・変色
の原因になります。

●飲料物を入れて持ち運ぶ時
は、本体を立てた状態で持ち
運んでください。
漏れの原因に
なります。

●冷凍庫に入れないでください。
漏れや破損の原因になります。

●自動車や自転車の走行中に
は使用しないでください。
飲料物がこぼれ、ヤケドやものを汚す原
因になります。又、運転時の注意が散漫
になり、事故の原因になります。

●落とす・ぶつける等の強い衝
撃を与えないでください。
変形し、漏れや
保温・保冷不良
の原因になり
ます。

●電子レンジで加熱しないで
ください。
火花が飛び、ケガ
やレンジの故障の
原因になります。

パッキンの取り付け方
中　栓

［注意］正しく取り付けられていないと、漏れの原因になります。

1.中栓のボタンを押して
「開状態」にします。

2.パッキンの取
り付け方向に
注意して、中
栓本体の溝に
合わせて、確
実に取り付け
てください。

押す

キャップユニット

［注意］正しく取り付けられていないと、漏れの原因になります。

キャップ本体の溝に合わせて確実に取り付けてください。
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